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事業者名

施設所在地等 連絡先

受入可能な食
品廃棄物又は
受入不可能な
食品廃棄物

再生利用方法

アピール

3 (株)日本フードエコロジーセンター

相模原市中央区田名塩田
一丁目17番13号

TEL:042-777-6316

E-mail:Info@japan-fec.co.jp

食べ残し、塩分や脂肪分の
高い食品は受入不可。

飼料化

登録再生利用事業者

「食品ロスに新たな価値を」を企業理念に、食品廃棄物を
有効活用する養豚用のリキッド発酵飼料（リキッド・エコ
フィード）を開発し、廃棄物処理業と飼料製造業の二つの
側面を持つ新たなビジネスモデルを実現しました。さらに
この飼料で育った豚はブランド肉として販売され、食品ロ
スを減らすと同時に、生産から消費まで継続性のある

“食べものの環”＝「リサイクルループ」を構築しています。

http://www.japan-fec.co.jp/

6 (株)デスポ

横浜市都筑区池辺町3970番地 TEL:045-931－6111

未利用食材、食料品
(塩分を抜いたもの)

堆肥化
『有機活き活き畑』

弊社は横浜市内に施設を有し廃棄物処理を行っております。

堆肥は農家の方や、地域の方に家庭菜園での利用をしていた
だいています。利用者の方から「いつもより収穫が出来た」
「実の付きが良くなった」と報告を頂き、時には生産した野
菜を提供していただくこともあり、リサイクルループを実感
し作業者の励みになっています。

未利用食材や加工前の食品を原料にしております。

ご興味がございましたら

ご一報ください。

http://www.dispo.co.jp/

8 (株)Ｊバイオフードリサイクル

横浜市鶴見区弁天町3番地1 TEL:045-505-7845

★営業窓口 J&T環境(株)

(株)JR東日本環境アクセス

Tel: 044-330-9477
Tel: 0120-548-883

容器入りの食品や液体飲料まで、
食品系廃棄物全般を受入れます。
詳細はお問い合わせください。

メタン発酵
バイオガス発電
登録再生利用事業者

JFEエンジGr とJR東日本Grの協業による

食品リサイクル＆バイオガス発電事業

https://www.j-bio.co.jp/

・横浜市初の食品廃棄物メタン化施設

・JFEエンジの最新技術で食品容器包装と有機物の自動分
別を実現し、お客様の分別作業を軽減しました❕❕

・「横浜･鶴見」に立地しておりアクセス良好です。

・廃棄物の保管・管理も万全
のセキュリティー体制です。

・廃棄物から発電した電力
を、お客様に割引価格で
お得に提供する電力ループ

「創電割」もご提案します！

1 武松商事(株)
横浜市磯子区新磯子町10-4

新磯子リサイクル工場

TEL:045-750-1020

受入不可能な食品：腐敗した食品、
調味料、香辛料ドレッシング、骨
類、パン生地、餅、ビン、缶等に
入った食品、串付きフードなど(搬
入前は事前確認をお願いします)

飼料化

登録再生利用事業者

http://www.takematsu.co.jp

循環型社会を目指し、

リサイクルの輪を広げて

参ります。

5 横浜環境保全(株)

横浜市金沢区鳥浜町2-17 TEL:045-651-6680

生ごみ（一般廃棄物）

動植物性残渣

（産業廃棄物）

堆肥化

燃料化

登録再生利用事業者

「未来そして子供たちのために環境保全事業を通して地域
社会に最も貢献する」を企業ミッションに地球の健康に寄
与できるそんな企業を目指し努力を続けます。生ゴミ(外食
産業及び給食)、コーヒーかす、剪定枝などを自然発酵させ
る堆肥化施設で、発酵させて精製した安心・安全・無添加
の有機肥料で、神奈川県が、品質・安全性等の一定基準に
適合していると認め、認定するリサイクル製品です。
https://www.y-kankyo.co.jp/

7 (株)二見

小田原市中町3-13-22 TEL:0465-23-3125

塩分・油分を抜いた添加
物のない野菜

堆肥化・飼料化

登録再生利用事業者

当社は、今ニーズが高い食品リサイクルの施設を自社保
有し、食品スーパーから廃棄される売れ残り野菜を中心に、
回収から再生処理、堆肥の販売までを一貫して行っており
ます。
ただし現状では、品質確保の観点から塩分・油分濃度を

一定以下に保つようにしており、新規の受入れについては
お断りする場合がございますことをご了承ください。
https://www.futami.net

2 三友プラントサービス(株)
横浜市金沢区幸浦2-5-3 TEL:045-784-1451

コーヒー残渣 飼料化：食品リサイクルループ

横浜市より、一般廃棄物であるコーヒー
豆かすの処分許可を取得し、飼料化事業
を行っています。
食品リサイクルループの成立により、収
集運搬等を効率化し、広域的処理に対応します。

4 湘南有機リサイクル(株)

藤沢市葛原1731‐1 TEL:0466-49-4020

FAX:0466-49-4021

全般食品残渣

(スーパー、コンビニ)

飼料化

(エコフィード)
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ここでは神奈川県内で食品廃棄物をリサイクル利用して、
飼料化、堆肥化、メタン発酵発電を行っている事業者を
紹介しています。

第2回「ジャパンSDGsアワード」内閣総理大臣賞受賞！

食品リサイクルループとは？
食品リサイクルループとは、食品リサイクル法に基づく再

生利用事業計画の取り組みの一環で、地域で完結する循環型
モデルのこと。
食品工場や店舗で排出された食品残さ（惣菜や野菜くずな

ど）が、再生事業者による非加熱処理などを通じてリサイク
ルされ、飼料・肥料となって農家に運ばれます。その飼・肥
料を使って育てられた農畜産物が工場や店舗に運ばれる・・
という、あらゆる方向で無駄の少ない理想的な
循環型モデルです。

飼料化 堆肥化
メタン
発酵発電

QR

作業工程等の映像を
ご覧いただけます。

https://www.g-sanyu.co.jp/service/service_a3/

飼料化施設停止に伴い、
令和３年４月１日以降、
食品廃棄物の受け入れを
行っていません。


